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ABSTRAK 

Adelia Suci Ramadhan. 2022. Analisis Fungsi Ya Sebagai Shuujoshi Pada Tindak 

Tutur Ilokusi Berdialek Kansai Dalam Drama Ochoyan Karya Hiroyuki Yatsu (Kajian 

Pragmatik). Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan 

Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui fungsi ya sebagai shuujoshi pada tindak tutur 

ilokusi berdialek Kansai. Hal ini dilatarbelakangi karena orang Jepang sering 

menggunakan shuujoshi pada percakapan langsung untuk menekankan makna dan 

situasi emosional di balik sebuah tuturan. Penelitian ini merupakan penelitian deskriptif 

kualitatif dan pengumpulan data menggunakan metode simak catat, diambil dari sumber 

data drama Ochoyan karya Hiroyuki Yatsu dengan total 63 data. Data dianalisis dari 

segi pragmatik, yaitu menggunakan analisis SPEAKING teori Dell Hymes (1972), teori 

tindak tutur ilokusi Searle (1969), serta fungsi penggunaan ya sebagai shuujoshi 

menurut Makiko dkk. (2006) dan Makino (2009). Berdasarkan hasil dari 63 data, 

ditemukan penggunaan ya sebagai shuujoshi pada tindak tutur ilokusi asertif sebanyak 

43 data, direktif sebanyak 7 data, komisif sebanyak 2 data, ekspresif sebanyak 10 data, 

dan deklaratif sebanyak 2 data.  Penggunaan ya sebagai shuujoshi cenderung ditemukan 

pada tindak tutur ilokusi asertif, dipengaruhi oleh genre cerita yang dekat dengan 

kehidupan sehari-hari dan penokohan karakter yang akrab satu dengan yang lainnya. 

Sedangkan penggunaan ya paling sedikit ditemukan pada jenis tindak tutur komisif dan 

deklaratif dikarenakan tuturan ini cenderung dituturkan pada suasana formal sehingga 

tidak sesuai dengan genre yang diangkat dan ya yang digunakan pada situasi non-formal. 

Fungsi penggunaan ya sebagai shuujoshi paling banyak digunakan untuk membantah 

atau menyangkal dan menyampaikan hal yang tidak diketahui oleh lawan bicara yaitu 

masing-masing sebanyak 20 data. 

 

Kata Kunci: ya sebagai shuujoshi, dialek Kansai, tindak tutur ilokusi, SPEAKING, 

konteks tuturan 
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ABSTRACT 

Adelia Suci Ramadhan. 2022. Analysis of the Functions of Ya as Shuujoshi Found in 

Kansai Dialect’s Illocutionary Acts in Ochoyan Drama by Hiroyuki Yatsu (Pragmatic 

Study). Thesis, Japanese Language Education Study Program, Faculty of Language and 

Arts, State University of Jakarta. 

 

This study aims to determine the functions of ya as shuujoshi in Kansai dialect’s 

illocutionary acts. This is motivated by Japanese who often use shuujoshi in direct 

conversation to emphasize the meaning and emotional situation behind the speech that they 

conveyed. This study is using a descriptive qualitative method and the collecting process 

of the data used the note-taking method, taken from Ochoyan drama by Hiroyuki Yatsu 

with a total of 63 data. The data were analyzed from pragmatic perspective, using the 

SPEAKING theory by Dell Hymes (1972), the illocutionary acts theory by Searle (1969) 

and the using functions of ya according to Makiko et al. (2006) and Makino (2009). Based 

on the analysis results of 63 data, it was found that the use of ya as shuujoshi is in 43 data 

of assertive illocutionary, 7 data of directive illocutionary, 2 data of commissive 

illocutionary, 10 data of expressive illocutionary, and 2 data of declarative illocutionary 

(3,15%). Ya is frequently found in assertive illocutionary because of the genre and the 

characterization who are familiar to each other. Whereas, ya is least found in commissive 

and declarative illocutionary because these kinds of illocutionary acts use in a very formal 

situation that does not fit in with the genre and ya that only use in non-formal situation. 

The function of using ya as shuujoshi mostly used to refute or deny and convey things that 

are not known by the other participant, that is as much as 20 data for each function. 

 

Keywords: ya as shuujoshi, Kansai dialect, illocutionary acts, SPEAKING, speech 

context  
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八津弘幸の「おちょやん」における関西弁で発話内行為にある 

終助詞として「や」の機能の分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Adelia Suci Ramadhan 

adeliascrmdhn@gmail.com 

概要 

A. はじめに 

    日常生活で人間は他の人間とコミュニケーションをするため、言語

の役割分担が切り離すことできない。個人やグループ間の目標を達成

するために言語は人々が協力し社会活動を円滑に行う。コミュニケー

ションには言語の要素を理解する必要あるが、言語能力だけで十分で

はない。話し手の意味がよく伝えられるため、語用論的理解も必要で

ある。Morris (Mutsuko et al., 2018：2) による語用論の定義は、「記号

と通訳者の関係の研究」であり、記号を解釈する人々との関係の研究

を意味である。語用論をよく理解する能力は、日常生活での会話の経

験と習慣から得られる。 

    Yule (2006：82-83）によると、発話行為は、発話を通じてしばしば表

示される行動であり、 発話が行われる状況や時間や場所およびコンテ

キストが関係ある。 Searle (Wardaugh、2006：287) は、発話行為を 3 つ

に分類される。すなわち、発話行為や発話内行為および発話媒介行為。

発語内行為は種類の一つに特定の状況でよく言われる。Wijana (1996：

19) によると、発話内行為は、情報を提供するだけでなく、聞き手に何

かをするように指示する機能を備えた発話行為。さらに、Searle も発話

内行為を五つ分類され、演述行為 (assertives)、指動行為 (directives)、話

者拘束行為 (commissive)、表出行為(expressive)、宣言行為 (declaratives) 

である。 
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    意味がよく伝えられるため、話し手と聞き手が理解し合う印を言語

による使用している。日本語の会話する時、日本人は文の最後に終助

詞と呼ばれる助詞を追加する。Michihiko (1989：114) によると、終助詞

は、副詞と一緒に配置され、動詞と名詞と述語を伴う助詞である。直

接会話で話され、特定の発音を伴う場合に話し手の感情的な条件を伝

え、聞き手が理解するようにに指示できる。その一つは関西弁の「や」

である。 

    Makiko et.al (2006 : 36)による「や」は関西弁の話し手が標準語の「よ」

と同じ用法を使用する。その一方で、Makino (2009 : 90) に基づく「や」

の基本的な意味は聞き手の意向を顧慮せず、話し手の意向(命令)を一方

的に聞き手に流し込む態度を表わすものである。 Inoue (Makino, 

2009:81) は、方言に終助詞を使用の重要性は方言を母国語として話さ

ない人が理解できるように、感情を文章に与えられる。 

    更に、Palter and Slotsve（1995：10）による、関西弁は、日本中にあ

る一般的な方言の一つが話し手は多い。テレビエンターテインメント

番組や、マンガ、雑誌、新聞、小説などの他のメディアでよく取り上

げられるのもこのためである。話し手と聞き手の間に誤解を与えない

ようにするため、関西弁の終助詞の使い方は理解することは重要であ

る。 

 

B. 問題の提供 

    本研究の問題の提起は『八津弘幸の「おちょやん」における関西弁

で発話内行為にある終助詞として「や」の機能はどのようなものがあ

るか。』である。 
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C. 研究方法 

    本研究の使用された方法は定性的記述であり、データ収集はノート

取り方である。次の手順で行う: 

1. 関西弁の作品「おちょやん」にある終助詞として「や」を使う

発話内行為を収集する。 

2. 必要条件を満たすデータは Dell Hymes (1972)の引用する

SPEAKING の理論で文脈を分析する。 

3. 収集されたデータを、Searle (1969)の引用する発話内行為種類

の理論で分類する。 

4. Makiko et.al (2006) と Makino (2009) の引用する終助詞として

「や」の機能の理論で分類された発話内行為を分析する。 

5. 結論を下す。 

 

D. 研究結果の分析 

    分析結果に基づく、６３データを収集した。終助詞として「や」の

機能と発話内行為の種類は下記の表に示す。 

 
終助詞として「や」の使用 

データ

数 
合計  (%) 

話
し
手
の
意
向

(命
令

)を
一
方

的
に
聞
き
手
に
流
し
込
む
態

度
を
表
わ
す
用
法

 

聞
き
手
に
依
頼
の
気
持
ち
強

い
を
表
す
用
法

 

 
相
手
が
自
分
と
違
う
判
断
を

く
だ
し
て
い
る
と
知
っ
て
、

そ
れ
に
、
反
論

 す
る
用
法

 

聞
き
手
が
忘
れ
て
い
る
よ
う

な
こ
と
を
指
摘
し
、
思
い
出

さ
せ
る
よ
う
な
用
法

 

聞
き
手
が
気
が
つ
い
て
い
な

い
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
を

前
提
す
る
用
法

 

演
述
行
為

 

述べる - - - - 5 5 

43 

(68,2%) 

提案する - - - - - 0 

自慢する - 3 1 - - 4 

文句を言う  - 1 3 - - 4 

自称する - - 2 - 4 6 

報告する  - - - - - 0 

主張する - 4 - 1 - 5 
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拒否する - - 8 - - 8 

告白する  - 2 - - - 2 

知らせる - - - - 4 4 

結論を出す - - - - 1 1 

予測する  - - 3 - 1 4 

指
動
行
為

 

注文する - - - - - 0 

6 (9,5%) 

命じる 1 - - - - 1 

頼む 1 - - - - 1 

アドバイスす

る  
- - - 1 - 1 

勧める - - - - - 0 

禁ずる  - - - - - 0 

警告する 2 - - - - 2 

要求する - - - 1 - 1 

話
者
拘
束
行
為

 約束する 

 
- - - 1 - 1 

2 

(3,15%) 

誓う 

 
- - - - - 0 

提供する 

 
- - - - 1 1 

表
出
行
為

 

礼を言う  - - - 4 - 4 

10 

(15,9%) 

祝う - - - - - 0 

お詫びを言う - - - - - 0 

責める - - 2 - 1 3 

褒める - 1 1 - 1 3 

弔する  - - - - - 0 

宣
言
行
為

 

辞める - - - - - 0 

2 

(3,15%) 

免じる  - - - - - 0 

命名する - - - - - 0 

名付ける - - - - - 0 

任じる  - - - - 1 1 

除名する - - - - 1 1 

処する - - - - - 0 

データ数 4 11 20 8 20 63 
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E. おわりに 

    本研究の分析した結果では、次のようなことが要約できる。発話内

行為に終助詞として「や」を機能の収集したデータは： 演述行為 (43)、

指動行為 (6)、話者拘束行為 (2)、表出行為 (10)、宣言行為 (2)である。

演述行為 が最も「おちょやん」に発見された理由はジャンルのため

である。話し手が伝えることの事実と真実に結び付け、日常生活と関

係が強いデータソースに演述行為は頻繫に現れる可能性が最も多いと

いうことが分かった。 

    終助詞として「や」を一般的な使用法は、相手が自分と違う判断を

くだしていると知り、反論し、または、聞き手が気がついていないこ

と、知らないことを前提する。各２０データが得られた。二つの機能

は標準語での「よ」と同じ使用法をもっているため、Makiko et.al (2006) 

に従う終助詞として「や」の機能の理論と一致するともらえる。 
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